
下島環境保全会（茨城県つくばみらい市）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

活動組織、農事組合法人と地域住民の連携強化

【地区の概要】
・取組面積：75.2ha

（田67.1ha、畑8.1ha）
・資源量：開水路   15.9km

農道       10.3km
・構成員：農業者、非農業者、

農事組合法人
・交付金：約3.5百万円
農地維持支払
資源向上支払（共同）

○ 耕作と水路や農道等の維持管理について
役割分担をすることにより地域の将来への
話し合いが進み、農事組合法人への農地集
積率が約７割を達成しました。

〇 自治会と連携することにより保全活動には
非農家を含めて約４０人の参加があります。

○ 活動組織、地域住民と農事組合法人が連携し、
耕作と水路や農道等の維持管理について役割分
担をし、農事組合法人が営農に専念できる体制
を構築しています。

しもじま

○ つくばみらい市の南部に位置し、豊かな田園風景が広がる地域です。

〇 農業者の高齢化や後継者不足に伴い、農地や農業用施設を継続的に保守管理できる体制を
整えるため、令和元年度に活動組織を設立し、これまで活動を継続しています。

〇「みらいのためにみんなで守る」をスローガンに農事組合法人とも連携し、営農と農業用施
設の維持管理を活動組織と分担して実施することにより農地集積率約７割を達成しています。

○ 離農者が増えてきていた一
方、維持管理の労力が支障
となり個人の担い手が規模
拡大できずにいました。

〇 離農者が増えることにより
遊休農地の増加が懸念され
ていました。

平地農業地域

草刈り作業

泥上げ作業

活動組織

地域住民
(土地持ち非農家)

農事組合法人
(ミレーレシモ

ジマ)
農地の賃借

維持管理の分担

連  携

活動への参画・

地域コミュニティ
強化

地域の将来の話し合い


	スライド 1

